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もわかつte．この外円板の周園に切込を入れたものや，

四板の縁を謝めに薄くしたもの等藪種のものを試験して

見たがそれぞれ特徴のある性質を示し，このようにする

と特に切断面の雫滑さと返りの出方に敏感な影響を及ぼ

すことがわかつた．

　高速度鋼の熱嘘理材のような高硬度のものでも秒の桁

で切臨できるし，切断面の加熱される影響も，切薗砥石

による切断方法には及ぱないとしても，酸素切断のよう

忙廣範園を赤熱してしまうことはないから害は少ない・

また円板はほとんど磨耗しないといつていいから，耐久

性があつて経濟的であり，破損することはほとんどない・

この瀦切箇砥石では不脛濟で困る場合に利用すると有利

である．軟鋼棒を鋳込んだ鏡物の大量生琵に當つて軟鋼

棒を切噺するのに，匁物では附着している嬬物砂のkめ
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バイトがたち’まち参つてしまい，切断砥石では1日30

枚も50枚も消耗して困るような場合があつたが，摩擦

切削で解決がついたこともある．

　筆者等は目下實験を縫績申であり，今後いろいろ面白

い結果が得られると思うが，現在までに得た結果と切断

法の概要を述べた次第である．
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金属蒸蕎面の表面電位

小川岩雄・中肝一郎・道家忠義

　從來振動容量法による各種表面電位の測定は大抵空

氣中で行われて）・る。しかし空氣中では表面の酸化，

氣膿の吸着等のためデータの再現性の悪い揚合が多

ぐ，その解析には多くの困難がある・そこで著者等は

・眞空中で金贋を蒸着し新鮮な面を作b，各種の氣艦を

その中に注入したときの表両電位の攣化を測定する目

的で第1圖のような装置を作つて見た．中心の軸は爾

端をピボヅトで支えられその軸に取り附けてある蒸着

台は④rcよって絶縁され，その上部の鐵片によって容

・器の外から磁石で回韓できるようにしてある。蒸着台

フ↑

　　　　　　　　　　第　1　圖　　　　’

　　①蒸着台②振動舌片③プレアンプUN－954
　　④絶縁燈⑤蒸着用ヒーター⑥ピボット・スチ
．一ル⑦鐵片⑧ガス注入口⑨眞空計（101－・D）

1　⑩砧子m筒⑪電位差計

はりe－・・ド線でエーコン管954の制御グリヅドに接績

されており，振動容量部の等償回路は圖に示す通りで

ある．

　今まで測定を行った金属はAg，　Cu，　Bi，　Cd，　Sn，

Zn，　Se等である．測定は3～5×10｝・5　mmHg程度の

藁空度で行やれ，蒸着直後から約30分間の表面電位の

墾化を測定した・蒸着條件が適當でないと，表面電位は

しばしば20分前後にわたって100mVにおよぶ攣化
を示すことがあるが，Zn，　Sn，　Bi等のように融鮎の低

いものは，予熱を十分に行つたときには第3圖に示す

ように土15mVの範園で攣化しな）・ことがわかつた・

これらの値から導かれる金展相互間の接燭電位差は，

從來測定された光電仕事函撒から求められたものとか

なりよ）・一・致を示している．しかしCu，　Ag等特にCu

は圖の示すように時間軸に凹な曲線を画いている．こ

れ等の攣化は氣膿の吸着，吸牧，酸化等のいずれによ

る電のか今のところ不明である．今後各種氣燈を注入

しそれによる攣化の測定を試み，更に装置を改良して

その温度による攣化を調べる豫定である．これ等の研

究がゲヅター作用とか金屡面の鰯媒作用などの解明に

ある役割を果すことも考えられる．
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第　2　圖
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第　3　圖
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